
◉連続した利用が30日を超えた場合は、31日目は全額自己負担になります。
◉連続して30日を超えない日数であっても、ショートステイの利用日数は認定の有効期間のおおむね半分を
超えないことをめやすとしています。

◉費用は施設の種類や部屋のタイプ（▶P21）、サービスに応じて異なります。

　短期間施設に入所して利用するサービス

短期入所生活介護
（ショートステイ）

要介護要支援
1日あたりの費用のめやす
【併設型の施設で多床室を利用した場合】

※食費、日常生活費、滞在費は別途負担となります。

要介護度 サービス費用
4,758円
5,918円
6,361円
7,089円
7,859円
8,598円
9,326円

自己負担分
476円
592円
637円
709円
786円
860円
933円

要支援1
要支援2
要介護1
要介護2
要介護3
要介護4
要介護5

1日あたりの費用のめやす
【介護老人保健施設で多床室を利用した場合】

※食費、日常生活費、滞在費は別途負担となります。

要介護度 サービス費用
6,405円
8,088円
8,673円
9,196円
9,864円
10,418円
10,993円

自己負担分
641円
809円
868円
920円
987円
1,042円
1,100円

要支援1
要支援2
要介護1
要介護2
要介護3
要介護4
要介護5

1日あたりの費用のめやす【包括型（一般型）】

※費用は施設の種類やサービスに応じて異なります。
※食費、日常生活費、居住費は別途負担となります。

要介護度 サービス費用
1,912円
3,270円
5,663円
6,364円
7,095円
7,774円
8,495円

自己負担分
192円
327円
567円
637円
710円
778円
850円

要支援1
要支援2
要介護1
要介護2
要介護3
要介護4
要介護5

住所地特例が適用されます
他市区町村の特定施設（地域密着型サービスは除く）に
入所して、その施設に住所変更した場合でも、住所変更
前の市区町村に保険料を納め、保険給付を受けます。

　有料老人ホームなどに入居している方が利用するサービス

特定施設入居者生活介護
　指定を受けた有料老人ホームなどの特定
施設に入所している要支援、要介護の方が、
食事、入浴、排せつなどの介護やその他の日
常生活上の世話、機能訓練、療養上の世話が
受けられます。
　サービスは、施設の職員がサービスを行う
包括型（一般型）と、外部の事業者がサービ
ス提供する外部サービス型に区分されます。

要介護要支援

短期入所療養介護
（医療型ショートステイ）
　介護老人保健施設や医療施設などに短期
間入所して、看護や医学的管理下での介護
や支援、日常生活上の世話や機能訓練など
が受けられます。医療型のショートステイ
です。

要介護要支援

たん き にゅう しょ せい かつ かい ご

たん き にゅう しょ りょうよう かい ご

とく てい し せつ にゅう きょ しゃ せい かつ かい ご

対象となる福祉用具

手すり（工事をともなわないもの）
スロープ（工事をともなわないもの）◆
歩行器◆
歩行補助つえ◆
車いす（車いす付属品を含む）
特殊寝台（特殊寝台付属品を含む）
床ずれ防止用具
体位変換器
認知症老人徘徊感知機器
移動用リフト（つり具の部分を除く）
自動排泄処理装置

●

×

▲

要支援1・2
要介護1

●

●

▲

要介護2・3

●

●

●

要介護4・5 ●
利用できます

×
原則として
利用できません

▲
尿のみを吸引す
るものは利用で
きます

※指定を受けていない事業者から購入した場合は、支給の対象になりません
のでご注意ください。

※受領委任払いの事前申請を行えば、利用者が指定事業者に1割～3割を支
払い、そのあとに9割～7割が介護保険から事業者へ支払われます。

※原則として同一種目の再購入は、購入費の支給を受けることはできません。
ただし、正規の使い方で福祉用具が破損した場合や、介護の必要の程度が
著しく高くなった場合等、特別の事情がある場合については、支給の対象に
なる場合があります。（事前に区役所地域福祉課までご相談ください。）

適正な価格で、福祉用具を利用しましょう。
適正な価格で利用するために下記の点を理解しておきましょう。疑問点は事業者に相談しましょう。
•商品ごとに貸与価格の全国平均が公表されており、その平均価格をもとに貸与価格の上限額が設定されています。
　※上限を超えた場合は、保険給付対象外（全額自己負担）となります。
•事業者には下記①、②が義務付けられています。
　① 貸与する商品の機能や価格帯の異なる複数商品を選択肢として示す。
　② 貸与する商品の全国平均価格とその事業者の価格を説明する。
◆印の福祉用具のうち、固定用スロープ、歩行器（歩行車を除く）、単点つえ（松葉づえを除く）と多点つえは、利用方法（借りる、または
購入する）を選択できます。福祉用具専門相談員やケアマネジャーの提案を受けて、よく検討して決めましょう。購入を選択した場合は、
特定福祉用具販売での利用になります。

年間10万円が上限で、その1～3割が自己負担で
す。費用が10万円かかった場合、1～3万円が自
己負担です。（毎年4月1日から1年間）

対象となる福祉用具

●福祉用具専門相談員とは、福祉用具貸与・販売事業所にいる福祉用具の専門家です。利用開始後も定期的に利用者
宅を訪問し、福祉用具の点検や使用状況の確認を行います。

福祉用具貸与
　日常生活の自立を助ける福祉用具の貸与が受けられます。利用
者はレンタル費用の利用者負担の割合分（▶P9）を負担します。

要介護要支援

特定福祉用具購入
　対象の福祉用具を購入したとき、購入費が支給されます。

要介護要支援

　福祉用具で自立した日常生活の推進や介助者の負担を減らすサービス

申請が必要です

　福祉用具専門相談員が訪問します
ので、利用者の心身の状況などを伝
えましょう。情報をもとに「福祉用具
サービス計画書」が作成されます。

　福祉用具を
利用します。

　作成された「福祉用具サービス計画
書」を確認しましょう。福祉用具専門
相談員から福祉用具の説明を受け、内
容に問題がなければ同意します。

福祉用具専門相談員が訪問します 利用開始計画書の内容を確認します

福祉用具はインターネットで検索できます。
公益財団法人テクノエイド協会　https://www.techno-aids.or.jp/

福祉用具の利用の流れ

ふく し よう ぐ たい よ

とく てい ふく し よう ぐ こう にゅう

◆印の一部は利用者の選択により購入も可能

下記の福祉用具は、利用方法（借りる、または購入する）を
選択できます。福祉用具専門相談員やケアマネジャーの提
案を受けて、よく検討して決めましょう。
◆固定用スロープ　◆歩行器（歩行車を除く）
◆単点つえ（松葉づえを除く）と多点つえ

●腰掛便座　●自動排泄処理装置の交換可能部品
●排泄予測支援機器　●入浴補助用具
●簡易浴槽　●移動用リフトのつり具の部分

　介護老人福祉施設などに短期間入所して、
食事・入浴などの介護や機能訓練などが受
けられます。

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
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護
保
険
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し
く
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利
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る
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支給限度額／20万円
（原則1回限り）

※受領委任払いの事前申請を行えば、利用者が施工業者に1～
3割を支払い、そのあとに介護保険から施工業者へ9～7割
が支払われます。

住宅改修費の支給

各区役所地域福祉課へ領収書などを提出

工事の実施・完了／支払い
改修費用を事業所にいったん全額支払います（※）。

各区役所地域福祉課へ事前に申請 

施工事業者の選択・見積もり依頼
（複数の事業者を比較検討することをお勧めします）

ケアマネジャーなどに相談
（介護保険の対象になるかなども確認しましょう）

事前の申請に必要な書類
●住宅改修費支給申請書
●工事費見積書（利用者宛のもの）
・介護保険の対象となる工事の種類を明記し、
各費用などが適切に区分してあるもの

●住宅改修が必要な理由書
・ケアマネジャーなどに作成を依頼します
●改修前の写真（日付入り）
●図面　　　　　　　　　　　　　等

工事後に提出する書類
●完了届
●改修前後の写真（日付入り）
●住宅改修に要した費用の領収書（利
用者宛のもの）
●工事費内訳書　　　　　　　　　等

20万円が上限で、その1～3割が自
己負担です。
※1回の改修で20万円を使い切らずに、
数回に分けて使うこともできます。

※引っ越しをした場合や要介護度が著し
く高くなった場合、再度支給を受け
ることができます。

※限度額20万円の枠を利用し終わった
あとの住宅改修は、原則として全額
自己負担となります。

住宅改修
　手すりの取り付けや段差解消などの住宅改修をしたとき、住宅改修費が支給されます。

要介護要支援
　住宅改修を行ったときに改修費が支給されるサービス

事前の申請が必要です

●上記の改修に伴って必要となる改修も対象となります。

各区役所地域福祉課の確認・承認
堺市から着工の許可が下りてから着工します。

●滑りの防止・移動の円滑化など
のための床または通路面の材料
の変更

●手すりの取り付け●手すりの取り付け

●引き戸など
への扉の取
り替え・扉
の撤去

●洋式便器など
への便器の取
り替え

住宅改修のサービスを受けるには、要
介護認定を受けていることが前提とな
ります。また、住宅改修を利用すると
きには、複数の業者から見積もりをと
りましょう。

住宅改修の利用の流れ

●段差や傾斜
の解消

じゅう たく かい しゅう

介護保険の対象となる住宅改修

　住み慣れた地域での生活を続けるためのサービスです。地域の特性に応じたサービスの
ため、原則として事業所のある市区町村の住民だけが利用できます。

地域密着型サービス 地域のニーズに応じて提供されるサービスです。

　通いを中心に、利用者の選択に応じて訪
問や短期間の宿泊のサービスを組み合わせ
た多機能なサービスが受けられます。

　通所、訪問、短期宿泊を組み合わせた多機能なサービス

要介護要支援

　小規模多機能型居宅介護と訪問看護を組
み合わせたサービスです。通い、宿泊、訪問
看護、訪問介護のサービスが受けられます。

要介護

小規模多機能型居宅介護
しょう き ぼ た き のう がた かいきょ たく ご

看護小規模多機能型居宅介護
（複合型サービス）

1か月あたりの費用のめやす

※食費、日常生活費、宿泊費は別途負担となります。

要介護度 サービス費用
36,397円
73,554円
110,331円
162,153円
235,887円
260,342円
287,054円

自己負担分
3,640円
7,356円
11,034円
16,216円
23,589円
26,035円
28,706円

要支援1
要支援2
要介護1
要介護2
要介護3
要介護4
要介護5

1か月あたりの費用のめやす

※食費、日常生活費、宿泊費は別途負担となります。
※要支援の方は利用できません。

要介護度 サービス費用
131,315円
183,728円
258,274円
292,931円
331,354円

自己負担分
13,132円
18,373円
25,828円
29,294円
33,136円

要介護1
要介護2
要介護3
要介護4
要介護5

1か月あたりの費用のめやす
【介護、看護一体型事業所で介護のみ利用した場合】

※要支援の方は利用できません。

要介護度 サービス費用
58,272円
104,004円
172,698円
218,461円
264,204円

自己負担分
5,828円
10,401円
17,270円
21,847円
26,421円

要介護1
要介護2
要介護3
要介護4
要介護5

しょう きかん ご ぼ た き のう がた かいきょ たく ご

　訪問介護と訪問看護が連携して、1日に
複数回の「短時間の定期訪問」と、通報な
どによる「随時の対応」を24時間対応で
行うサービスです。

　 24時間対応の訪問介護と訪問看護のサービス

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 要介護
てい き じゅん かい がた ほう もん かんかいずい じ たい おう ご ご

改修前に事前の申請がない場
合には、住宅改修費は支給さ
れません。
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